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(読) 本法は最初チ-ル､-マ tキシ 1)ン法と銘名したが.それでは在衆の方法と浪岡する夏があるか ら､今後
は上記の如く呼ぶこととし度い｡








































額粒が精々不規如な間隔を置いて出現する｡ 錬鉄形の基部及びそれに続 く梓妖形はメチ レン育成は-





















































､載物硝子上に置いた 1滴の食塩水中に組織を庄潰 し､ 薄 く拡げて後､贈卵終内に傾斜放置して乾燥
せ しめる｡火B固定 (梢々強 く)- 石衆酸 フクシンカ再思染色2分間- 3%塩酸酒精脱色10秒間-






右翼酸 フクシン37度2時間 (或は加温5分間)1%- 塩酸酒精10秒間- 70%酒精1分間- 水 洗
-- 1%鉄明バン15時間-- 水洗- 1%-マ トキシ1)ン5時間- 水洗- 2% 攻で1%鉄明バン弁
- ル- バールサムにて封する0














雰 1表 局処淋巴腺 100m.野中の常数 (F棟ま妾種)
1過.
抗 酸 性 形 2
2週 3週 5過 9週 .13週 20週
51 37 843 38 4 0
7 16 415 56 17 0












も亦精々短小のものが多 く､ 両 も菌体内には濃染する部分と淡染する部分 とを区別する事が出乗､頻
粒状の構造を示す事が多い｡
今是を切片標本に就て見るに､菌数の増加の著 しい5遇前後に淋巴腺の変化も亦最 も終着であるo
当初島唄状に散在した中心部白血球から成る小結節は次第に大形とな り､ 此期に到れば可成 り濃い壊
死竃が淋巴陵内に点JLrと見られ､ その間隙は無数の白血球及び単核性細胞で埋められてゐるo結核菌
は壊死竜にも見出されるが､その周辺に虫胃薬する白血球中に見る事が多い｡ 鮎ち菌の発育､槍確の費
も旺盛な時期に､ 巨Pち抗酸性形､非抗酸性形ともに最 も多数の時期に相当して白血球反膝が最 も顕著
である｡ 此期を過ぎると､壊死竃周辺から類上皮細胞が湊潤 し､又結合精細胞の増殖が目立ち､壊死
竜周辺に見出される菌 も抗酸性形は稀少と成 り､非抗酸性形のみが少数残る｡ 即ち抗酸性形が次第に●
姿を滑し､=抗酸性滴放物が見出される時期に相当して薪上皮細胞及び結合棺細胞の埼碑が顕著 と成る｡
備20週後の塗抹標本中には細胞要素 も少 く､菌を見出す事 も亦出釆なかったが､同切片標本に於ては､
157
殆んど線維化した結節中に華にして短小な非抗酸性形を極少数乍ら見出す事が出来たo 即ち非抗酸性
形は組棺が治癒傾向を抜 く示す棟に成っても､ 少数乍 ら貴校迄駈覇哉内に残存する事を明らかにする事
が出来た｡
-､肺､牌､肝｡ 内臓に於ける変化は粟粒結節の形成であって､肝に多 く､肺､肝の順序に






は接桂薗量が多い関係 もあって､急速に乾同封ヒし､その中には極めて大量の菌を包蔵する｡ 菌は多 く
の場合大小の集落を篤して壊死竃中に散在し､叉壊死竃周辺の変性白血球中に粗な小集落を焦して存在
する｡何れの場合にも抗酸性形 と非抗酸性形とが常に寄 り添ふ様にして共存し､鎖状に蓮 り､ 又短い
東歌に配列する｡ 上記 F株の場合と同様に抗酸性形､非抗酸性形はそれぞれ興味ある消長を辿 り､.そ
れ と並行して組織の反よ蔭も亦､白血殊性反麿から増殖性の反廠- と推移する｡ 併乍ら上記 F株の場合
と同じ理由で､此場合 も局処皮下組織は此実験の様な目的には好適ではないO
ロ｣局処淋巴腺｡ 柑略上記 F株の場合に欝似するが､蒐づ塗抹標本 100硯野中の菌数を経過
を追って表示すれば､第2表の如 くである○
算 2蓑 局処淋巴腺 100硯 野中の菌数 (BCG接種)
∴ 二 ____∴ ∴ _.. : _ .三､:∂
BCGの局処淋巴腺内での発育､ 増殖は上記 F株 よりも速かであって､概略 3週前後に最 も旺盛であ
る---実際にはも少し早期の様である｡ 発育の極期に達する迄の時期には抗酸性形の数が非抗酸性形
のそれを凌駕し､極期を過ぎると菌数は目立って王威少するが､就中抗酸性形は際立って減じ､5三選後に
は非抗酸性形の数の 17分の1,9迎接には実に50分の 1内外と成 り､その検出は著 しく困難である｡
丁度此時期に一致 して､壊死乃至変性白血球中に抗酸性滴放物の薬園を容易に見出す｡ 即ち3過後に
最 も多 く､毒矢で5週後に多く､ 9週後には少 くなる｡
今菌体の形態､染色性並に配列を見るに､1乃至2週後には抗酸性形､非抗酸性形ともに短小なもの
が多いが､3週後には長一大なものが多く成 り､4乃至5ミクロン､時には夏に長い形を見る事 も可能で
あるo 同時に非抗酸性形に裁ては萌芽形を見る事が容易である05乃至 9過 と経過するに件れて､菌
は再び短小なものが多 く成 り､ 抗酸性形は稀に見出すことがあっても､ 淡染して陰影､状であり､非抗
酸性形はその内部に傾粒状構造を見せる｡
切片標本の所見 も亦概略上記 F株接稜の場合に…院似するが､ 淋巴腺がj荒く乾曹糾ヒする事 も､又その
後の増魔性の組棺反鮭 もともにF株産経の場合よりは2,3週宛速かに推移する｡BCGの発育の極期紅
色ロち3遅前後に淋巴腺の壊死は貴 も炭汎に起 り､後抗酸性形が急に減少し､ それに代って抗酸性滴放























































































C. 腸 間 膜 淋 巴 腺｡ 2才5月男兄､粟粒綜核症､剖検によって楠田､小豆犬､精密o
d. 足 旦艮骨 限 局 竃｡ 2才女兄､左足関節結核､手術によって摘出0
e. 同 上｡ 25才男子､左足関節及膝関節結核､手術によって摘出｡
f. 側 索 管 淋 巴 隙. 1才10月男兄､粟粒結核症､剖検によって摘出､飼豆大､硬.
g. 肺 臓｡ 30才女子､青酸加鼻中毒 (自殺)､右上葉の陳旧柄竃とその周周変
化､剖検によって嫡出｡
'h. 同 上｡ 41才男子､肺結核症､左上菓基洞形成､右上葉陳旧柄竃､右全英に
撒布竃､剖検によって摘出｡
i. 肺臓､索管支淋巴除0 4才男兄､ 麻疹､右中葉の初感染竃と撒布竃､所属気管支淋巴隙､
剖検によって摘出｡
j. 鼠 塀 組 撞｡ 鼠僻薗福岡1号株皮下壊種6ケ月後の白鼠の皮下肉芽紀棺o
･先づ上記組織の塗抹標本 100硯野中の結核菌数を表示すれば第 1表の如 くである0
第 1表 粗放塗抹標本 100硯 野中の菌数
a. 窺 部 う林 巴 腺 1 5
b. 腎 臓 0 2
d. _足 .j限 骨 0 4


















































或は hの如 く特移に因ると考-られる比較的新しい壊死竃に於てはヽ 壊死が進行して僅かに核片が散
在するに過ぎない中心部には問}{非抗酸性形を見出すが､抗酸性形を見ないO 然るにその周縁の壊死











旧柄竃の再燃する可能性は当然考へられるのであって, 此点陳旧友乾酪化乃至は石衣化竃中に潜在す(tS) (9) (10)
る生きた結核菌を,動物接種の方法で多数例に就て検索した Sehmitz,Rabinowitsch,Wegelin,(1]) (】'I)Opiea,Anderson,Schrador等の数字は充分肯けるも'のであるO叉上指の如 く外科的結核症の操に
於ては,抗酸性形は証明しないか.仮令証明しても稀少である｡ 即ちそれを培養する時に得られる稚
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上 坂 一 郎
(第 1和) 抗菌性 Actinomycetalesの分散｡
全国各地の土壌試料143個から改変 Czapek寒天培地を用払､ Actinomycetalesの分離を行い,
303株を分離 した｡ 土壌試料としては肥沃土を用ひる方が.榎土を月 払るよりも明かに､分離せられ
るActinomycetalesの数が多く､且抗菌性を有する菌の割合も多いO分離したActinomycetalesの諸
種病原細菌に対する抗菌性を改変 streakplatemethodにて検し,40除の抗菌性 Actinomycetales
